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Mr. Bassman （ベースマン列伝）　 Vol.24
ジャズにおいてベース弾きとは、 縁の下の力持ち、 水先案内人といったやや日陰の存在。 おまけに、 ウッドベースなら持ち運びも大変･･･。

だが、 黙々とベースをウォーキングさせ、 バンドをスイングさせることに魂を注ぐベースマンが、 一度化けの皮を剥ぐともの凄い名演･名盤が

生まれるのだ。 このコーナーでは、 そんなジャズ ・ベースマンの偉業を称えるとともに、 ジャズ ・ベースの素晴らしさを伝えていきたい。

Chubby Jackson 【チャビー ・ジャクソン】

Profile

1918年 10月 25日、 米国ニューヨーク州ロング ・ アイランド

で生まれる。 本名は Greig Stewart Jackson。 芸人であった

父のもと幼少期からステージに立ち、 17歳の時にクラリネット

を吹き始めたが、 間もなくしてベースに転向。 37年からプロ

活動を始め、レイモンド・スコット楽団、ジャン・サヴィット楽団、

ヘンリー ・バッシー楽団等に加入。 41年にチャーリー ・バー

ネット楽団に参加した頃から人気を得て、 43年ウッディ ・ ハ

ーマン楽団で不動の人気を確立する。 46年にウッディ ・ ハ

ーマン楽団から退団後、 チャーリー ・ ヴェンチュラのセプテッ

トや自身の小編成グループで活動後、 ウッディ ・ ハーマン楽

団に短期間復帰。 48年からは自身のビッグ・バンドを率いた。

51年にチャーリー・ヴェンチュラのグループに復帰後、 ビル・

ハリスとの双頭コンボを結成。 50年代から 60年代にかけて

はスタジオ・ミュージシャンやフリーランスとして活動する傍ら、

子供向け TV 番組に出演して人気を博した。 その後、 シカゴ

からラスべガス～ロサンゼルスと拠点を移し、 サンディエゴに

移住後はセミリタイア生活を送っていた。 その後は 78~79年

にライオネル ・ ハンプトンと活動するなど、 晩年も演奏活動

の他、イベントやテレビ番組への出演等様々な活動を続けた。

2003年 10月１日、癌の為サンディエゴで死去。 享年 84歳。

マルチな才能をみせた偉大なジャズ ・ベーシスト
≪テレビの世界でも人気者だった “チャビー ” ≫
　“ チャビー ” は本名ではなく、 直訳すると “ おデブちゃん ” のような意味。 これは彼の愛くるしい容姿から付けられた愛

称。 チャビー ・ ジャクソンといえば、 ウッディ ・ ハーマン楽団での活躍を挙げられることが多いが、 ベーシストとしてだけで

なく、 バンド ・ リーダーとしても非凡な才能をみせた。 また、 シカゴの WBKB の他、 ニューヨークの WABC （Channel 7） 
で 1959年 3月から 61年 7月まで平日の朝放送されていた 『Chubby Jackson's Little Rascals』、 同じく WABC で 61
年 7月から 61年 8月まで土曜日の午後に放送されていた 『The Chubby Jackson Show』、 WOR （Channel 9） で平日

の夜に放送されていた 『Space Station Nine』 等、 子供向け TV 番組で人気を博したことも忘れてはならない。

　ビッグ・バンド全盛時代の当時では珍しかったアンプ付きの 5弦ベースを弾き、1941年から 43年ま在籍したチャーリー・

バーネット楽団では、 後に “モダン・ベースの父 ” と称されたオスカー・ペティフォードとのツイン・ベースで評判を呼んだ。

　2000年には 「Big Band and Jazz Hall of Fame」 に選ばれるなど、 ジャズ史に輝く偉大なベーシストであり、 偉大な

バンド ・ リーダーでもある。 そして、 1958年に NY ハーレムに 57人のジャズ ・ ミュージシャンが集合して （写真家アー

ト ・ケインにより） 撮影されたジャズ史に残る一枚の伝説のモノクロ写真 『A Great Day in Harlem』 にも参列している。

ジャクソン ・ ファミリー ジャズ ・ベーシスト～二足のわらじ

チャビー ・ ジャクソンの子供たちは、 現在もジャズ ・ 音楽

の道に携わっている。 息子のダフィー ・ ジャクソン （Duffy 
Jackson） は、 70年代にカウント ・ ベイシーと共演する等、

現在もジャズ・ドラマーとして活躍中。 そして、 娘のジャイジャ

イ ・ ジャクソン （Jaijai Jackson） はラジオ ・パーソナリティや

プロモーターとして活動する他、 ジャズを通じて世界中で幅広

いネットワークを築いているウェブサイト 「The Jazz Network 
Worldwide」 （http://www.thejazznetworkworldwide.com/）
の運営に関わっており、 この特集でも大変お世話になった。

上述したようにチャビー ・ ジャクソンはジャズ ・ べーシストとし

てだけでなく、 子供向けテレビ番組に出演して人気を博したが、

他に俳優として映画 『007シリーズ』 に出演してユニークなキャ

ラクターを演じたジャズ ・ベーシストのパター ・スミスも有名だ。

日本では以前本誌 「Vol.9」 のジャズ ・ インタビューにも登場

して頂いた元クレイジー ・ キャッツのべーシストで俳優の犬塚

弘さん、 元原信夫とシャープ & フラッツのべーシストでコメディ

アン ・ 俳優 ・ 音楽プロデューサーなど様々な顔を持つ世志凡

太さん等、 二足のわらじを履くジャズ ・ベーシストが存在する。

Photo provided by Jaijai Jackson
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チャビーはウッディ ・ ハーマン楽団や自
身のビッグ ・ バンドでも名を馳せたが、
自身の小編成グループでもベーシスト＆
リーダーとして名演を残している。 本作は
チャビーが率いた少編成グループが残し
た 1944~1947年の貴重な音源を収録。
二ール・へフティ （tp）、ビル・ハリス （tb）、 
ハワード ・ マギー （tp）、 ピート ・ カンドリ
（tp）、 テリー ・ ギブス （vb）、 シェリー ・
マン （ds） 等の名前も含めて、 7つの異
なる編成 ・ セッションから全 26曲が収録
されている。 「Lemon Drop （レモン ・ ドロ
ップ）」 等、チャビーの魅力が満載の一枚。

CJ's Great Album 決して多くのリーダー作品が残されているわけではないが、 ここに紹介した 3作品以外

のリーダー・アルバムも機会があれば聴いてみて欲しい。国内盤リリースに期待します！
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Chubby's Rascals
Chubby Jackson
（ABC-370） [Import LP] 
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The Happy Monster
Chubby Jackson
（C&B-109） [Import CD] 
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Chubby's Back!
Chubby Jackson
（JAZZ BEAT-512） [Import CD]

Chubby Jackson (b)、 Neal Hefti (tp)、
Woody Herman (cl)、 Flip Phillips (ts)、
Billy Bauer (g)、 Dave Tough (ds)、 etc.
1. I Gotcha Covered 2. Bass Face 3. Popsie
4. Don't Get Too Wild Child 5. 1-2-3-4 Jump
6. Skycraper （他、 全 26曲）

本作はチャビー ・ ジャクソンがシカゴに
移住した後、 嘗てのウッディ ・ ハーマン
楽団の盟友やジャズ ・ ミュージシャン仲
間たちに声を掛けて、 “ チャビー ・ ジャ
クソン ・ ビッグ ・ バンド ” 名義で 1957年
に Argo レーベルに吹き込まれたアルバ
ム＝ 『Chubby's Back』 （前半 7曲） と、
同年にほぼ同じメンバーで吹き込まれた
続編にあたる 『I'm Entitled To You』 （後
半 10曲） からなるカップリング盤。 チャ
ビーのスインギーなベース ・ ワークも心
地良く、 ベーシストがリーダーを務めたモ
ダン・ビッグ・バンドの醍醐味が味わえる。

Chubby Jackson (b)、 Bill Harris、
Tommy Shepard (tb)、 Cy Tuff (b-tp)、
Howard Davis (as)、 etc.
1. Tiny's Blues 2. Raffles 3. Let's Talk
4. Mother Knickerbopper 5. Keester Parade  
6. Flying The Cop （他、 全 17曲）

本作はチャビーが司会を務めて人気を
博した子供向けテレビ番組 『Chubby 
Jackson's Little Rascals』 からのアル
バムで、 1961年にリリースされた貴重な
LP レコード。 女優で歌手のバーバラ ・ラ
イオンズとジャック ・ ハロラン ・ シンガー
ズをフィーチャーし、 全 11曲
を収録。 ちなみにジャケットと
右の写真に写っている愛くる
しい顔のペイントが施されたウ
ッドベースの名前は「Casey」。
チャビーの義理の母の名から
付け、 番組でも親しまれた。

Chubby Jackson (b)、
Barbara Lyons (vo)、
Jack Halloran Singers (vo)、 etc.
1.Kitchen Parade 2. I Know an Old Horse 
3. I'm So Glad I'm Me 4. See the Indian Boy 
5. Why Because Why （他、 全 11曲）

CJ's Support Album 自身のリーダー ・ バンド以外では、 何と言ってもウッディ ・ ハーマン楽団での名演が

有名だが、 いぶし銀のベース ・ワークを聴かせる他の参加作品にも注目して欲しい。

イースト ・オブ ・スエズ

チャーリー ・ベンチュラ

（コロムビアミュージック：COCB-53452)

チャビーも参加したジーン ・ クルーパ
ーのグループ等で活躍したテナー奏
者チャーリー・ベンチュラのアルバム。
1947年録音の音源を中心に収録。

Golden Greats
Dinah Washington
（Disky-79184) [Import CD]

名ヴォーカリスト、 ダイナ ・ワシントン 
の 3枚組 CD で、 “Chubby Jackson 
& His Orchestra” 名義の 「Stairway 
To The Stars」 が収録されている。

オーレックス ・ジャズ ・フェスティバル ’81ライヴ

ライオネル ・ハンプトン ・オールスター ・ビッグ ・バンド

（LP ：現在廃盤）

1981年にライオネル ・ ハンプトン楽
団の一員として『オーレックス・ジャズ・
フェスティバル』 の為に来日した際の
記録。 チャビーのラスト録音とされる。

Carnegie Hall, 1946
Woody Herman (And The Herd)
（Sutra-2008) [Import CD]

1950年代のジェリー ・マリガン （bs） 
カルテットの音源 9曲とチャビーのビ
ッグ ・ バンドとジェリー ・ マリガンが
共演した音源 8曲のカップリング盤。

Gerry Mulligan Quartet/Chubby Jackson Big Band
Gerry Mulligan
（OJC-711) [Import CD]

チャビーが名を馳せたウッディ ・ ハー
マン楽団が 1946年にカーネギー ・
ホールで行ったコンサートの模様を
収録。 チャビーの熱演が味わえる。

Newport in New York '72 
Various Artists
（WT-51500) [Import CD]

1972年 NY で行われた 『ニューポー
ト ・ ジャズ ・ フェスティバル』 に出演
した際の音源を収録した 3枚組 CD。
チャビーの他、 豪華メンバーが集合。


